
最終報告の構成（案） 

○ 最終報告の作成方針 
  ・中間とりまとめの内容（５つのメッセージ、対応方向等）を基本に、先進的な取組事 
   例等を具体的に記載 
  ・マイ避難カード作成支援モデル事業の成果を追記 
 
○ 構成 
 １ 平成 30年７月豪雨、台風第 21号の概要 
  （１）平成 30年７月豪雨災害 
  （２）台風第 21号災害 

 ２ 住民避難の現状と課題 
  （１）平成 30年７月豪雨 避難の状況 

  （２）台風第 21号 避難の状況 
  （３）県民モニター等アンケート結果概要 
  （４）その他アンケート調査結果 
  （５）住民避難に関する県･41市町の取組状況 
  （６）避難行動に関する課題 
    ① 地域の危険性の認識不足 

    ② 防災気象情報及び避難情報の理解不足 

    ③ 避難するタイミングの判断が困難 

    ④ 避難場所への避難が困難 

    ⑤ 要援護者への支援 

 ３ いのちを守る５つの提言（風水害対象） 
  （１）避難行動の大原則 

  （２）避難行動の留意点 
  （３）５つの提言 

  【提言Ⅰ】自分のいのちを自分で守るため、一人ひとりが「逃げるタイミング」（避難スイッ 

        チ）を地域とともに考えよう。 
  【提言Ⅱ】一人ひとりが自分に適した「逃げる場所」を地域とともに考えよう。 

  【提言Ⅲ】実効性のある要援護者避難の取組を進めよう｡ 

  【提言Ⅳ】個人・地域・行政が連携した取組を進めよう。 

  【提言Ⅴ】行政は、住民や地域の主体的な取組を支援し、適時適切に情報を提供しよう。 

 ４ マイ避難カード作成支援モデル事業の成果 
  （１）事業の概要 
  （２）事業の実施状況 
  （３）課題･今後の展開等 

 ５ 提言を踏まえた取組及び今後の施策の方向性 
  （１）取組内容及び先進的事例 
  （２）今後の施策の方向性 

（参考）災害時における住民避難行動に関する検討会  
    ・検討会設置目的、委員名簿、検討経緯 

［参考資料］ 

 ・第４回県民モニターアンケート｢防災に対する意識と取り組み｣ 

 ・神戸市ネットモニターアンケート調査結果 

 ・市町調査結果の概要（住民の避難に関する支援の取組状況）     等 

資料３ 


